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スマートフォンを活用した、くすり実験教室教材の開発

就実大学薬学部　調査・研究　実施者氏名　河野　奨

【要旨】

本研究は、中高等学校の「薬の学習」における理化学機器の不足や指導上の不安を解消す
るため、スマートフォンを活用した化学実験教材を開発し、その教育効果を検討した。教材は、
バタフライピーの呈色変化を用いた「用法・用量の遵守」と、同一ブランドで効能が異なる胃薬
を用いた「適正な薬の選択」の可視化を目的とした。バタフライピーの実験では、画像解析によ
り色調変化を RGB 値で定量化し、客観的な評価を可能にした。胃薬の実験では、中和反応に
より成分の違いを可視化した。中学生 34 名を対象とした実験教室の結果、クイズの正答率が有
意に上昇し、特に実験内容に関連する知識の定着が確認された。一方、中高等学校の授業枠
内での実装には、スマホ解析の工程の所要時間が課題となった。今後は、反応条件の最適化
や器具の簡便化を図り、場所を選ばず実施可能な「くすり教育」の汎用的なパッケージ化を目指す。

１、調査・研究目的

2012 年の学習指導要領改訂により、中学校での「薬の学習」が明記されてから10 年以上が
経過した。しかし、中等教育現場で十分なくすり教育が実践されているとの報告は少なく1)、報
告があったとしても 2010 年代の報告が多いのが現状であり 2)、効果的な学習方略が進展してい
ない。

その要因として、「薬の学習」が学習指導要領の保健体育に記載されており 3)、理科のような
化学実験をともなうアプローチではなく、保健体育の中で扱われている点が挙げられる。また、
薬の専門職である学校薬剤師と学校教育との接点が養護教諭であるように人材のミスマッチが
あること、学校教育の現場に理系大学のような高額な理化学機器がないことなど、さまざま要因
が考えられる。

そこで本研究では、「薬の学習」の障壁と考えられる、活用できる理化学機器が少ないことの
解消と中高等学校教諭の「薬の学習」の漠然とした不安感の解消を目的に、測定機器としてスマー
トフォンを活用できる化学実験教材を開発し、その教材の教育効果を検討した。

２、調査・研究方法
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2-1　医薬品の効果を模倣した化学実験の構築
2-1-1　バタフライピーを用いた医薬品の血中濃度と効果の関連性を模倣した実験教材開発

16、8、4 mg/mL バタフライピーと1 M クエン酸溶液を用い、溶液の色調が青色から
赤色へ変化するまでのクエン酸の量と色調変化の関係性を pH メーターおよび吸光度スペ
クトルを測定した。さらにクエン酸を添加するごとにスマートフォンで撮影し、画像解析ア
プリ（「いろ調べ」など）を用いて RGB 値を算出することで、色調変化を定量化し、吸
光度スペクトルと比較した。

医薬品を模すためにバタフライピーエキスパウダーを 5 号カプセルにすり切り充填した
（約 45mg）。このカプセルを試験管に入れ、約 60℃の温水を 6 mL 加えた。内容物が
溶出するまで穏やかに試験を振り混ぜた。溶解を確認後、1M クエン酸溶液またはレモ
ン果汁（ポッカレモン®）を1 滴ずつ加え、変化を観察した。

2-1-2　胃薬の効果を可視化する化学実験の構築
同一ブランドで効能効果の異なる一般用医薬品（パンシロンキュア®、パンシロンアクティ

ブ 55®）を比較対象とし、制酸効果に着目した実験教材を開発した。
0.1 mol/L HCl mL に BTB 溶液を加え、対照群として蒸留水（陰性対照）および

NaHCO3（陽性対照）を用いた。試験群には制酸効果を標榜する「パンシロンキュア®」と、
標榜していない「パンシロンアクティブ 55®」を用いた。なおパンシロンアクティブ 55 に
は各種消化酵素を含んでいるため、比較としてプロテアーゼも対照群に加えた。pH の変
化は BTB 溶液の色調変化（酸性：黄、中性：緑、塩基性：青）で判定した。

2-2　化学実験の教育効果
地域の薬局薬剤師および当該中学校の養護教諭の協力を得て、岡山県内のA中学校

の生徒を対象に、制酸効果を標榜している胃薬の効果を可視化した化学実験教室を行い、
その教育効果を検討した。実験教室は放課後の時間を使い、自由意志で参加した生徒
を対象とした。

表 1のようなスケジュールで、薬に関するプレクイズの後、実験の目的、操作方法、お
よび安全上の注意事項を説明した。実験は作成したワークシート（図 1B）に沿って行い、
最後に実験操作や内容の難易度に関するアンケートおよびポストクイズを実施した。プレ
クイズとポストクイズは同一の問題を用いた。実験操作の補助として薬学生および地域の
薬剤師が 1 名につき 2 グループを担当した。

2-3　統計解析
教育効果の量的な解析は R をもちいて実施、プレ、ポストクイズは正答率など集計後、

McNemar 検定および効果量φを求めた、有意水準を 0.05 未満とし、効果量は小：0.1、中：
0.3、大：0.5 とした 4)。
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実験操作や内容の難易度は 1：簡単〜 5：難しいの 5 段階で尋ねた。考察および感想は、
HK-coder3 を用いて頻出語や共起ネットワーク図を作成し、1、2 年生と 3 年生の層別解
析を行った。

2-4　倫理的配慮
くすり化学実験教室は教育効果を測定するためだが、未成年を対象とした教育研究の

ため、就実大学・就実短期大学教育・研究倫理安全委員会の承認を得て行なった（承認
番号 359）。

３、調査・研究成果

3-1　化学実験教材の開発
3-1-1

バタフライピーの濃度とクエン酸添加量による色調と RGB 値の変化を表１に示す。中
性付近のバタフライピー溶液は青色を呈し、いずれの濃度でも RGB 値は B の値が最大
であった。溶液の濃度が増加するにつれ、RGB の総和が減少したことから、色が濃くな
り黒色へ近づく傾向が確認された（表 2）。1M クエン酸を1 滴ずつ加えたところ、色調
が青色から赤色に変化し R 値も増加した。R 値の変化を追跡した結果、4 mg/mL、8 
mg/mLでは 2 滴目、16 mg/mLでは 5 滴目で R 値の上昇が止まり頭打ちとなった（図 2）。

以上の結果より、従来、観察者の主観に頼っていた色調変化を、分光光度計やプレー
ドリーダーなどの高価な専門機器を用いることなく、スマートフォンによる撮影、画像解
析で客観的に数値化できる可能性が示された。しかし、撮影、画像解析は中学校や高
等学校の 50 分の授業時間内に収めるには時間的な制約が大きい。そこで、教育現場で
の実装に向け、実験操作および解析方法の簡便化を検討した。

そこで、溶液調整の簡便化に加え、実験教材から医薬品が想起されることを目的として、
バタフライピーパウダーをカプセルに充填し、実験に用いるカプセルの数によって濃度変
化を調整することとした。8 mg/mL 相当の濃度を再現するため、1 カプセル（1C）あた
り6mL の温水を加える条件に設定した。

次に、撮影、解析の簡便化として、画像解析の代わりに背景の視認性を用いた。試験
管の背景に、赤色と補色関係にある青色または緑色の印を付け、その透過度を１：見え
ないから 5：見えるの 5 段階で評価した。

１カプセルの場合（1C）は青色からやや紺色、2 カプセルの場合（2C）は紺色〜黒色
を呈した。この溶液にレモン果汁または 1M クエン酸を点眼容器を用いて 1 滴加えたと
ころ、1C は青紫〜紫色を呈し、加える酸の量を増加させると次第に赤紫色に変化した。
2Cも1C と比較すると色調変化のスピードは遅いが最終的には赤紫色になった。赤紫色
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になった時点のクエン酸量は 1C 6 滴、2C 8 滴であった。印の視認性もクエン酸を加える
ことで上昇した（表 3）。

3-1-2 胃薬の効果を可視化する実験教材の構築
胃薬の効果を可視化するため、制酸効果の可視化を目指した実験教材構築を行なった。
0.1 mol/L　HCl に BTB 溶液を加えたところ黄（酸性）を呈した。ここに、制酸成分

の本体である NaHCO3、または制酸作用を標榜しているパンシロンキュア® を加えたとこ
ろ、溶液は青（塩基性）へと変化した。一方、パンシロンアクティブ 55® を加えた場合
は緑〜青を呈し、プロテアーゼは黄色のままであった（図 3）。これにより、製品による制
酸能力の差異を色調変化で示すことが可能となった。

以上の結果に基づき、中高生向けのワークシート2 種類（図 1）と薬の適正使用に関す
るクイズ 10 問（表 4）を作成した。なお制酸効果を可視化した実験が、報告書作成時点
で 50 分以内に終了できる実験内容だったため、化学実験の教育効果は制酸作用の可視
化実験を行った。

3-2　中学生を対象とした教育効果（写真1）
くすり科学実験教室には A中学校の生徒 34 名（1 年生 14 名、2 年生 10 名、3 年生

10 名）の参加があった。クイズの正答率およびクイズの各設問の正答率の変化と効果量
を表4に示す。プレクイズの平均正答数は8.24でポストクイズの平均正答数は8.83であり、
中程度の効果量で有意に上昇していた。各設問の実験教室前後の比較では問 5 で中程
度の効果量で有意な上昇しており、問 9 は有意な上昇は認められないが小さな効果量で
あった。

この実験教室の実験操作および内容の難易度について調査した結果を図 4 に示す。
実験操作についは中央値で 2 と比較的易しい操作であった。内容は中央値で 3 とちょう
ど良い難易度設定であった。しかし、操作が難しいと回答した生徒が 1 名、内容が難し
いと感じた生徒が 4 名いた。学年で層別化した場合、1、２年生で難しいと感じる生徒
がいることが示された。

４、考察

本研究では、医薬品の用法・用量の遵守および適正使用を推進するため、目に見えない医薬
品の作用を中和反応や酵素反応を通じて可視化する教材を構築した。

医薬品の用法用量の遵守の重要性を伝える実験教材として、バタフライピーとクエン酸を用い
た教材を開発した。pH 変化に伴う色調変化をスマートフォンで撮影、解析する方法は、実験者
の主観的な情報を RGB 値という客観的な数値に変化し、結果をグラフ化して変化を可視化する
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ことを可能にした。このことは、分光光度計など高価で高度な理化学機器を備えていない教育
現場においても、精度の高い定量的な実験が可能であることを示唆している。また、色の変化
を数値で共有できることは、色覚特性を持つ参加者への配慮にもつながり 5)、科学教育のユニ
バーサル化に貢献できる可能性が高い。

一方で、スマートフォンによる解析工程は、目視による観察と記録に比べて時間を要し、中高
等学校の 50 分という授業枠内での実施には課題が残った。

同一ブランドの胃薬でも成分・作用が異なることを伝える実験教材として、制酸効果と消化補助
効果を比較するためにパンシロンキュア®、パンシロンアクティブ 55® を用いた教材を開発した。

制酸効果を可視化するために、BTB 試薬を用いた胃酸の中和実験は、試薬の混合と同時に
色調が変化するため、5 種類の検体の実験を 30 分程度で実施できる。同一ブランドの胃薬でも
制酸成分の含有量によって BTB 試薬の色調が分かれた（パンシロンキュア®：青色、パンシロ
ンアクティブ 55®：緑〜青色、プロテアーゼ：黄色）。この結果は成分の違いを視覚的な「色の差」
として示すことができるため、特別な分析機器を持たない環境でも、参加者が直感的に実験結
果を解釈できる有効な実験である。

このような理由から、中学生を対象とした実験教室では制酸効果の可視化を目的とした中和
実験を行なった。

中学生を対象として、今回構築した同一ブランド胃薬でも成分・作用が異なることを伝える実
験教材のうち BTB 試薬を用いた中和実験の教育効果を検討した。

胃酸の中和実験に名称が類似しているが標榜している効果のことなる医薬品を用いることで、
同じ系統の胃薬でもパッケージに記載されている効果が異なれば、作用も異なることを可視化で
き、高い教育効果を得られることが示された。

実験の難易度については、それぞれ中央値で操作：2、内容：3 であり適切な内容であると考
えられる。しかし、1、2 年生の一部に「難しい」と感じた生徒がいた。

今回、スマートフォンを活用した実験教室の実験方略は構築できた。しかし、中高等学校での
実装には 50 分の授業時間の制約が最大の障壁となった。スマートフォンを画像解析装置として利
用することは、実験者の主観的な情報を客観的な数値（RGB 値）に変換できる点では極めて有
用である。一方で、撮影、解析、グラフによるデータの可視化に至る行程は、目視によるアナロ
グな記録より時間を要することが示された。この解析プロセスに伴う時間的負荷が、学校現場へ
の実装を妨げる要因となっていた。したがって、医薬品の用法・用量の遵守に関する実験教材を
普及させるためには、この時間的な制約を克服する手法の検討が不可欠であることが示された。

一方で、医薬品の適正な選択に関する実験教材のうち、中和反応の実験は反応も速く、指示
薬を用いることで簡便に反応を追跡できる。このため時間が限られている場合でも実施が可能
で、適切な医薬品を選定し実験に用いることで高い教育効果が得られることが示された。これ
に対し、酵素反応を伴う実験は反応時間の確保が必要なため中高等学校で実施するためにはさ
らなる、反応の条件の検討が必要である。

今後は、試験管などの理化学機器を用いることなく、今回構築した 2 種類の実験をより簡便に
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実施できる手法の確立を目指ことで、このようなくすり化学実験教室の汎用化を検討していきたい。

５、まとめ

医薬品の適正使用を目指した、くすり化学実験のうち用法用量の遵守を目指したバタフライ
ピーの実験、胃薬の効果のうち制酸作用を可視化する学習方略を構築することができた。このう
ち、胃酸の中和作用を可視化する実験は実際に中学生を対象にした教室を実施することができ、
実験操作は難しくないが、実験結果を考察するにはやや難しいことが明らかになった。また、教
育効果を測定したところ有意な差はなかったが、実験教室の影響を受けて正答率が変化する可
能性が高いことが示された。スマートフォンを用いてデータ収集、解析を行うことは、器具や場
所の制約を取り払うことができる可能性が示された。一方で、時間的な制約を解決できれば実
験教室のユニバーサル化に貢献できることが示唆された。
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図１ 中学生を対象とした薬化学実験教室で用いたワークシート 
       A：用法用量の遵守実験シート、 　B：中和実験シート
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図 2 バタフライピーの濃度とクエン酸を加えた際の RGB 各成分の変化 A：R 成分、
B：G成分、C：B成分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 各医薬品添加後の BTB溶液の色調変化 
 
 

 
図 6 実験教室の難易度 
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操作

決められた量を守らないとどうなる？ 

〜バタフライピーとレモン汁を使った⾊の実験〜 
 

 

＜机の上にあるもの＞ 

・バタフライピーパウダーが⼊ったカプセル(3 カプセル) 

・お湯(50mL)    ・レモン汁 

・試験管(3 本)    ・2mL ピペット 

・紙コップ      ・試験管⽴て 

・印の⼊った⽤紙   ・かき混ぜ棒 

 

＜実験⼿順＞ 

①印のついた⽤紙を試験管⽴ての間に挟み、試験管を３本⽴てる。 

 

 

 

 

 

②試験管 A に 1 カプセル、試験管 B に 2 カプセルを⼊れ、試験管 ABC にピペット

でお湯を線が隠れるぐらいまで(試験管 1/3 程度)注いで、カプセルを溶かし、 

正⾯から⾒た透け具合を観察する。 

 

 

 

 

③レモン汁を加え、⾊の変化と透け具合を観察して、＜観察結果＞の表に記⼊する。 

 

 

 

 
バタフライピー液にレモン汁を加えると⾊が変化するよ 

なぜ薬を 1 回に 2 錠飲んではいけないのかを実験で確かめてみよう︕ 

<発展＞ 

レモン汁を加える前と 1 滴ずつ加えるごとにスマホで写真を撮り、RGB の値を出すアプリケーション(⾊しらべなど)を⽤

いて、RGB の値の変化を⾒てみよう︕ 

グラフ(縦軸︓RGB 値、横軸︓レモン汁滴下数)で表すと変化が⾒やすくなるよ 

<観察結果＞下の表に⾊の変化を記録しましょう。 

⾊は下の中から最も近いものを 1 つ選んで記⼊しましょう。※同じ⾊が続いても OK です 

⿊・紺・濃い⻘・⻘・⻘紫・⾚紫・紫・⾚・その他 

透け具合︓全く⾒えない 1-2-3-4-5 はっきり⾒える 

試験管 A 

 
 

試験管 B 

 
 

＜考察・感想＞ 

〇⻘⾊から何⾊に変化しましたか︖ 

 

 

 

〇⾊が濃かったのはどちらですか︖濃かった⽅に〇をつけてください。 

・１カプセル  ・２カプセル 

 

〇実験の内容は難しかったですか (数字に〇をつけてください) 難 5  4  3  2  1  簡単 

 

〇実験の操作は難しかったですか (数字に〇をつけてください) 難 5  4  3  2  1  簡単 

 

〇実験を通して感じたことや気づいたことを⾃由に書いてください。 
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胃薬は何をしているの？ 

〜酸を中和する働きを確かめよう〜 
 

 

＜準備するもの＞ 1 グループあたり 

・0.1mol/L 塩酸        ・BTB 溶液 

・1%タンパク分解酵素溶液   ・パンシロンキュア半包 

・パンシロンアクティブ５５   ・重そう(炭酸⽔素ナトリウム)半包 

・試験管(6 本)         ・試験管⽴て(1 台) 

＜実験⼿順＞ 

①塩酸が⼊ったそれぞれの試験管に、BTB 溶液を５滴ずつ加える。 

 

②試験管に記載されている通りに、⽔(5 滴)、重曹(炭酸⽔素ナトリウム)、1%タンパク分解酵素溶液(5 滴)、パンシロン

キュア(半包)、パンシロンアクティブ５５を加える。(重曹、パンシロンキュア・アクティブ 55 は⼀気に⼊れずに少しず

つ加えよう) 

→加えてすぐに⾒た⽬に変化が起きるものがあるのでよく観察しよう 

(薬を加えるごとに試験管をゆっくり振ろう) 

→塩酸の⾊と⽐較して、酸性・中性・アルカリ性を判断しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考⽂献︓未来へひろがるサイエンス 3 啓林館 令和 7 年 2 ⽉ 10 ⽇発⾏ p144 

 

 

 

 

 
胃酸の代わりに塩酸を使って、胃薬を加えることで、酸の強さがどのように 

変わるのかを⾊の変化から調べてみよう︕ 

HCl 

②くすりを⼊れる ①BTB 溶液を⼊れる 

(5 滴) 

BTB 溶液︓⽔溶液の性質を調べる指⽰薬 

酸性に近づくと⻩⾊に、アルカリ性に近づくと⻘⾊になる 

<観察結果＞ 

①塩酸に試薬を加えるとどのような外観の変化がありましたか。 

試薬名 予想 結果 

⽔   

重そう   

タンパク分解酵素   

パンシロンキュア   

パンシロンアクティブ 55   

 

②  それぞれの試験管に試薬を加えると、どのような⾊の変化がありましたか。(⾊を塗ってみよう。⾊であらわしきれな

い場合は⾔葉で下に書いてみよう。) 

  塩酸     ⽔    重そう   タンパク分解酵素 キュア アクティブ 55 

 

 

 

 

 

 

 

＜考察・感想＞ 

・試薬を加えると、試験管ごとに溶液の⾊の変化が⾒られましたが、これによってどんなことがいえますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実験の内容は難しかったですか（数字に〇をつけてください）難 5  4  3  2  1  簡単 

・実験の操作は難しかったですか（数字に〇をつけてください）難 5  4  3  2  1  簡単 

・実験を通して感じたことや気づいたことを⾃由に書いてください。 
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図 3 各医薬品添加後の BTB溶液の色調変化 
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図 2  バタフライピーの濃度とクエン酸を加えた際の RGB 各成分の変化
　　 A：R 成分、B：G 成分、C：B 成分

図 3 各医薬品添加後の BTB 溶液の色調変化

図 6 実験教室の難易度
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グラフ(縦軸︓RGB 値、横軸︓レモン汁滴下数)で表すと変化が⾒やすくなるよ 

<観察結果＞下の表に⾊の変化を記録しましょう。 

⾊は下の中から最も近いものを 1 つ選んで記⼊しましょう。※同じ⾊が続いても OK です 

⿊・紺・濃い⻘・⻘・⻘紫・⾚紫・紫・⾚・その他 

透け具合︓全く⾒えない 1-2-3-4-5 はっきり⾒える 

試験管 A 

 
 

試験管 B 

 
 

＜考察・感想＞ 

〇⻘⾊から何⾊に変化しましたか︖ 

 

 

 

〇⾊が濃かったのはどちらですか︖濃かった⽅に〇をつけてください。 

・１カプセル  ・２カプセル 

 

〇実験の内容は難しかったですか (数字に〇をつけてください) 難 5  4  3  2  1  簡単 

 

〇実験の操作は難しかったですか (数字に〇をつけてください) 難 5  4  3  2  1  簡単 

 

〇実験を通して感じたことや気づいたことを⾃由に書いてください。 
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胃薬は何をしているの？ 

〜酸を中和する働きを確かめよう〜 
 

 

＜準備するもの＞ 1 グループあたり 

・0.1mol/L 塩酸        ・BTB 溶液 

・1%タンパク分解酵素溶液   ・パンシロンキュア半包 

・パンシロンアクティブ５５   ・重そう(炭酸⽔素ナトリウム)半包 

・試験管(6 本)         ・試験管⽴て(1 台) 

＜実験⼿順＞ 

①塩酸が⼊ったそれぞれの試験管に、BTB 溶液を５滴ずつ加える。 

 

②試験管に記載されている通りに、⽔(5 滴)、重曹(炭酸⽔素ナトリウム)、1%タンパク分解酵素溶液(5 滴)、パンシロン

キュア(半包)、パンシロンアクティブ５５を加える。(重曹、パンシロンキュア・アクティブ 55 は⼀気に⼊れずに少しず

つ加えよう) 

→加えてすぐに⾒た⽬に変化が起きるものがあるのでよく観察しよう 

(薬を加えるごとに試験管をゆっくり振ろう) 

→塩酸の⾊と⽐較して、酸性・中性・アルカリ性を判断しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考⽂献︓未来へひろがるサイエンス 3 啓林館 令和 7 年 2 ⽉ 10 ⽇発⾏ p144 

 

 

 

 

 
胃酸の代わりに塩酸を使って、胃薬を加えることで、酸の強さがどのように 

変わるのかを⾊の変化から調べてみよう︕ 

HCl 

②くすりを⼊れる ①BTB 溶液を⼊れる 

(5 滴) 

BTB 溶液︓⽔溶液の性質を調べる指⽰薬 

酸性に近づくと⻩⾊に、アルカリ性に近づくと⻘⾊になる 

<観察結果＞ 

①塩酸に試薬を加えるとどのような外観の変化がありましたか。 

試薬名 予想 結果 

⽔   

重そう   

タンパク分解酵素   

パンシロンキュア   

パンシロンアクティブ 55   

 

②  それぞれの試験管に試薬を加えると、どのような⾊の変化がありましたか。(⾊を塗ってみよう。⾊であらわしきれな

い場合は⾔葉で下に書いてみよう。) 

  塩酸     ⽔    重そう   タンパク分解酵素 キュア アクティブ 55 

 

 

 

 

 

 

 

＜考察・感想＞ 

・試薬を加えると、試験管ごとに溶液の⾊の変化が⾒られましたが、これによってどんなことがいえますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実験の内容は難しかったですか（数字に〇をつけてください）難 5  4  3  2  1  簡単 

・実験の操作は難しかったですか（数字に〇をつけてください）難 5  4  3  2  1  簡単 

・実験を通して感じたことや気づいたことを⾃由に書いてください。 
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図１ 中学生を対象とした薬化学実験教室で用いたワークシート A：用法用量の遵守実
験シート、B：中和実験シート 

 
 

 
図 2 バタフライピーの濃度とクエン酸を加えた際の RGB 各成分の変化 A：R 成分、
B：G成分、C：B成分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 各医薬品添加後の BTB溶液の色調変化 
 
 

 
図 6 実験教室の難易度 
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操作

決められた量を守らないとどうなる？ 

〜バタフライピーとレモン汁を使った⾊の実験〜 
 

 

＜机の上にあるもの＞ 

・バタフライピーパウダーが⼊ったカプセル(3 カプセル) 

・お湯(50mL)    ・レモン汁 

・試験管(3 本)    ・2mL ピペット 

・紙コップ      ・試験管⽴て 

・印の⼊った⽤紙   ・かき混ぜ棒 

 

＜実験⼿順＞ 

①印のついた⽤紙を試験管⽴ての間に挟み、試験管を３本⽴てる。 

 

 

 

 

 

②試験管 A に 1 カプセル、試験管 B に 2 カプセルを⼊れ、試験管 ABC にピペット

でお湯を線が隠れるぐらいまで(試験管 1/3 程度)注いで、カプセルを溶かし、 

正⾯から⾒た透け具合を観察する。 

 

 

 

 

③レモン汁を加え、⾊の変化と透け具合を観察して、＜観察結果＞の表に記⼊する。 

 

 

 

 
バタフライピー液にレモン汁を加えると⾊が変化するよ 

なぜ薬を 1 回に 2 錠飲んではいけないのかを実験で確かめてみよう︕ 

<発展＞ 

レモン汁を加える前と 1 滴ずつ加えるごとにスマホで写真を撮り、RGB の値を出すアプリケーション(⾊しらべなど)を⽤
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〇実験を通して感じたことや気づいたことを⾃由に書いてください。 
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胃薬は何をしているの？ 

〜酸を中和する働きを確かめよう〜 
 

 

＜準備するもの＞ 1 グループあたり 

・0.1mol/L 塩酸        ・BTB 溶液 

・1%タンパク分解酵素溶液   ・パンシロンキュア半包 

・パンシロンアクティブ５５   ・重そう(炭酸⽔素ナトリウム)半包 

・試験管(6 本)         ・試験管⽴て(1 台) 

＜実験⼿順＞ 

①塩酸が⼊ったそれぞれの試験管に、BTB 溶液を５滴ずつ加える。 

 

②試験管に記載されている通りに、⽔(5 滴)、重曹(炭酸⽔素ナトリウム)、1%タンパク分解酵素溶液(5 滴)、パンシロン

キュア(半包)、パンシロンアクティブ５５を加える。(重曹、パンシロンキュア・アクティブ 55 は⼀気に⼊れずに少しず

つ加えよう) 

→加えてすぐに⾒た⽬に変化が起きるものがあるのでよく観察しよう 

(薬を加えるごとに試験管をゆっくり振ろう) 

→塩酸の⾊と⽐較して、酸性・中性・アルカリ性を判断しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考⽂献︓未来へひろがるサイエンス 3 啓林館 令和 7 年 2 ⽉ 10 ⽇発⾏ p144 
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酸性に近づくと⻩⾊に、アルカリ性に近づくと⻘⾊になる 

<観察結果＞ 

①塩酸に試薬を加えるとどのような外観の変化がありましたか。 

試薬名 予想 結果 
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タンパク分解酵素   

パンシロンキュア   
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②  それぞれの試験管に試薬を加えると、どのような⾊の変化がありましたか。(⾊を塗ってみよう。⾊であらわしきれな

い場合は⾔葉で下に書いてみよう。) 
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＜考察・感想＞ 

・試薬を加えると、試験管ごとに溶液の⾊の変化が⾒られましたが、これによってどんなことがいえますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実験の内容は難しかったですか（数字に〇をつけてください）難 5  4  3  2  1  簡単 

・実験の操作は難しかったですか（数字に〇をつけてください）難 5  4  3  2  1  簡単 

・実験を通して感じたことや気づいたことを⾃由に書いてください。 
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写真 1 実験教室の様子 
 

 
 

図１ 中学生を対象とした薬化学実験教室で用いたワークシート A：用法用量の遵守実
験シート、B：中和実験シート 

 
 

 
図 2 バタフライピーの濃度とクエン酸を加えた際の RGB 各成分の変化 A：R 成分、
B：G成分、C：B成分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 各医薬品添加後の BTB溶液の色調変化 
 
 

 
図 6 実験教室の難易度 
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〜バタフライピーとレモン汁を使った⾊の実験〜 
 

 

＜机の上にあるもの＞ 
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・試験管(3 本)    ・2mL ピペット 

・紙コップ      ・試験管⽴て 

・印の⼊った⽤紙   ・かき混ぜ棒 
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胃薬は何をしているの？ 

〜酸を中和する働きを確かめよう〜 
 

 

＜準備するもの＞ 1 グループあたり 

・0.1mol/L 塩酸        ・BTB 溶液 

・1%タンパク分解酵素溶液   ・パンシロンキュア半包 

・パンシロンアクティブ５５   ・重そう(炭酸⽔素ナトリウム)半包 

・試験管(6 本)         ・試験管⽴て(1 台) 

＜実験⼿順＞ 
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